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いたします。】



１ 全 体 報 告

事 業 名 第１２回 群馬県図書館大会

日 時 平成２７年１月２９日（木） １０：００～１６：３０

会 場 太田市学習文化センター

群馬県図書館協会（群馬県立図書館、群馬県公共図書館協議会、群馬県大学

主 催 図書館協議会、群馬県高等学校教育研究会図書館部会、群馬県小中学校教育

研究会学校図書館部会）

後 援 群馬県教育委員会

群馬県読書グループ連絡協議会、群馬県読み聞かせグループ連絡協議会

大会テーマ 未来につなげる図書館 －地域との連携をめざして－

１ 式典（１０：００～１０：３０）（太田市学習文化センター 視聴覚ホール）

(1)主催者挨拶

群馬県図書館協会 会長 入沢 正光

(2)来賓祝辞

群馬県教育委員会 教育長（代理） 萩本 勝美（教育次長）

(3)後援・加盟団体紹介

群馬県教育委員会生涯学習課 課 長 下田 明英

群馬県読書グループ連絡協議会 会 長 長谷川光明

群馬県読み聞かせグループ連絡協議会 会 長 寺澤 敬子

群馬県公共図書館協議会 会 長 高橋 政義

（伊勢崎市図書館 館長）

群馬県大学図書館協議会 会 長 末松美知子

日 程 （群馬大学 教授）

・ 群馬県高等学校教育研究会図書館部会 部会長 山口 和士

内 容 （群馬県立高崎東高等学校 校長）

群馬県小中学校教育研究会学校図書館部会 部会長 富田 正男

（甘楽町立福島小学校 校長）

(4)表彰式

①優良図書館群馬県教育委員会表彰

明和町立図書館

②群馬県読み聞かせボランティア顕彰

読み聞かせの会 ひまわり（伊勢崎市）

二小 よみきかせ隊（館林市）

藤岡市立東中学校読み聞かせボランティアそよかぜの会（藤岡市）

大間々東小学校PTA 読み聞かせボランティア（みどり市）

かたしな読み聞かせの会（片品村）
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（明和町立図書館） （読み聞かせの会 ひまわり）

日 程 （二小 よみきかせ隊） （藤岡市立東中学校読み聞かせ

・ ボランティア そよかぜの会）

内 容

（大間々東小学校PTA （かたしな読み聞かせの会）

読み聞かせボランティア）

③優良読書グループ表彰伝達

やまとの会（前橋市）

④第百回全国図書館大会記念感謝状伝達

図書館ボランティアの会（館林市）

（やまとの会） （図書館ボランティアの会）
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２ 記念講演（１０：３０～１２：００）

演題 「図書館は、未来の羅針盤だ！

マチ・ヒト・コトをつなぐ交流広場を創造しよう。」

日 程 講師 花井 裕一郎 氏 （演出家・NPO法人オブセリズム理事）

・

内 容 ３ 昼食・休憩（１２：００～１３：００）

４ テーマ別分科会（１３：００～１６：３０）

第１分科会（視聴覚ホール）

「地域の魅力」を図書館から

第２分科会（第１研修室）

子どもたちの学びが広がる・授業が変わる図書館活用

参加者数 延べ人数：２９８人（式典･記念講演１８２人、分科会１１６人）

（Ｈ２５ ４９６人 ３２９人 １４０人）

配布資料 ①式典関係資料（次第・分科会概要、アンケート用紙）

②第１分科会資料 ③第２分科会資料

・記念講演会は、アンケートの結果などからは、素晴らしい講演内容であり、

聴講した方々も満足していただけたと考える。

・募集を図書館関係、学校関係だけではなく、様々な機関に広く周知するべき

であった。

・事前にスタッフに「マニュアル」を配布したこともあり、大きな混乱もなく、

評 価 スタッフが自発的に行動し、大会を無事、終了することができた。

反 省

そ の 他 ・当日、上毛新聞が取材に訪れた。

・各分科会の参加人数は５７人、５９人と大きな偏りもなく、アンケートには

それぞれの分科会参加者から好意的な意見が寄せられ、充実した分科会であ

ったことが分かる。

・今後も、数年間に一度くらいの割合で、今回の花井氏のように図書館や本に

携わる著名人を記念講演講師に迎えていきたい。



記念講演（概要）

「図書館は未来の羅針盤だ！ マチ・ヒト・コトをつなぐ交流広場を創造しよう。」

演出家・NPO法人オブセリズム理事 花井 裕一郎 氏

僕の仕事にはいつも本が存在する。本と寄り添うことによってヒトをつなげていく。演出家の

目線でどうヒトが動くのか、どう仕掛けをしていくのかを考えながら日本中を回っている。

僕は「ないのにある」ということをずっと大切にして

いる。見えないものの陰に物語があると信じている。例

えば、太田の歴史を紐解くといろいろな物語がある。皆

さんは謙遜して、「ここには何もとりえがない」と言い

ますが、それはやめましょう。自分が住む場所の自慢で

きるものを可視化していく。そのお手伝いをするのが僕

たち演出家だと思っている。反対に「あるのにない」、

見えているけどなんだか良く分からないということがあ

る。これもはっきり見えるようにお手伝いをする。その中心になるのが発想の転換だ。なんでも

かんでもではないが、「既成概念を取っ払いましょう」とお願いしている。

「ヒトは居心地の良い場所に集まってくる」というのがマチを元気にするキーワードだと思う。

居心地の良い場所とは、ルールに縛られない自由な空間だと思う。僕はそれに「曖昧」という言

葉を使っているが、良い意味での「曖昧」な空間を創ってあげればヒトは考える。加えて、きち

んとコンセプトのあるデザインにして、そこに「曖昧」な空間を演出すれば、そこは居心地の良

い空間になると思う。それが図書館であればもっと良いなと思っている。

図書館が、やらなくてはいけないのはアーカイブ、そして歴史を学ぶことだと思う。図書館は

資料保存が第一にあるが、図書館が歴史を学ぶことをやめたら、ただの貸本屋になってしまう。

図書館に行って郷土資料が充実していないと、もっと働く幅があるのではないかと言いたくなる。

それから図書館がやらなくてはいけないのは、図書館の資料を使って地域の方々が「世界に通用

する教養を身につける」ことができることをお手伝いすること。本を読んだから教養が身につく

のではなくて、誰かと話す、意見交換することで身につく。教養が身につけば、僕は究極だけれ

ど平和になると思う。相手のことを知らないからファイティングポーズを取ることがある。もし

相手のことを知れる教養を身につけていたら、あなたのことをもっと知りたいと握手になるので

はないかと思う。図書館を充実させていくのは日本にとって急務だと思う。それは、平和への道

だと思う。

マスコミがいろいろなことを報道している。マスコミを信じて良いのだろうかと思ったときに、

教養が道具になる。「教養の道具って何だ」、「それは図書館にあるんだよ」。そうやって図書館の

本や情報が道具化すると、いろいろなヒトをつないでくれ、ヒトとの出会いが生まれてくると思

う。プライベートと公共の間にあるものを交流するゾーンと呼んでいる。僕たちはそれを「Livi

ng(リビング)」と呼んでいるが、「Living」には「居間」と「生きる」という意味がある。図書

館は自分たちのマチの「Living」という価値観を持ってくれれば、図書館のサービスが変わって

くるのではないだろうか。

図書館は、「館」ではなく「機能」ではないのかなと考えている。図書館という箱を飛び出し

て、その機能をもっと発揮すればおもしろい図書館ができると思う。図書館は本を借りるだけの
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ところ、受験勉強するだけのところという価値観は壊しましょう。図書館ができることを、もう

一度創造する時代が来たと思う。わくわくする図書館を考えるときに、大事にして欲しいのが理

念だ。自分の図書館は何のために存在しているのかという理念と、例えば郷土資料を集めるとい

う使命をどうやって全うしていくのかを、図書館にお勤めの方は言えなくてはいけない。自分の

図書館の理念を言えますか？答えられない方が多いのではないか。僕が勤めていた「まちとしょ

テラソ」では「交流と創造を楽しむ文化の拠点」、これが理念だ。スタッフ全員が言えた。図書

館にお勤めの方は自分の図書館の理念を探してほしい。御利用になるお客様は自分のいつも使っ

ている図書館の理念は何だろうかと、見ていただきたい。図書館の理念によって価値観がそれぞ

れ変わっていく。そして、図書館の理念がその図書館の個性になり、その図書館のおもしろさ、

わくわくさになると思う。

次に「おもてなし」についてお話ししたいと思う。

図書館における「おもてなし」とは何なのか。例えば、

分かりやすい言葉を使う。図書館は専門用語が多い。

本棚のことを「書架」と言うが、僕たちは分かっても

お年寄りや子どもに「書架」って言っても分からない。

「OPAC（オパック）」も分かりづらい。検索機と言えば

良いと思う。なぜ相手に分かりやすい言葉で話さない

のか。分かりやすい言葉を使うことも「おもてなし」

になると思う。それから、図書館は張り紙が多すぎる。いつも壁紙のように張ってあるポスター

は壁紙化しているので誰も見ない。メリハリが大事。これもあえて言わせてもらうのだが、図書

館の本を分類どおりきれいに置いて終わりという図書館が結構ある。そこから抜き出して何かと

何かをつなぐ編集能力が、実は司書の方の一番の得意技だと思っていて、まだまだ発揮しきれて

いないと思っている。だから、「めんどくさい」ことを行動しましょうと訴えている。「めんどく

さい」ことをしなければ、「おもてなし」はできない。皆さんが「おもてなし」としてやってい

ることは、端から見ると「めんどくさい」ことなのだ。どうしてそこまでやるのかと言えば、や

っぱり笑顔になってもらいたい、喜びを感じてもらいたいからだと思う。図書館も同じだと思う。

「めんどくさい」ことをしていると「おもてなし」になる。

いろいろな話をしたが、皆さんに小布施へ来ていただけるのをお持ちしたいなと思うし、ここ

太田の図書館、美術館でもお会いできる日がくれば良いなと思ってる。本日はありがとうござい

ました。
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２－１ 分 科 会 報 告

分 科 会 名 第１分科会

日 時 平成２７年１月２９日（木）１３：００～１６：００

会 場 太田市学習文化センター 視聴覚ホール

テ ー マ 「地域の魅力」を図書館から

「富岡製糸場と絹産業遺産群」の世界遺産登録、ぐんまちゃんの「ゆるキ
ャラグランプリ」優勝、そして群馬県初代県令楫取素彦の妻文を主人公とす
るNHK大河ドラマ「花燃ゆ」の放映と、群馬県がマスコミ等で取り上げられる
機会が増えている。このチャンスに群馬の歴史や文化そして魅力を県内外

開 催 趣 旨 にアピールし、地域振興に活かそうという取組も各地で行われている。地域
の情報拠点である図書館としても、何かできることはないだろうか？
NPO法人オブセリズム理事花井裕一郎氏の小布施町立図書館「まちとし

ょテラソ」での実践をふまえたお話と、「映画のまち調布」の歴史を伝える映
画資料室を開設した調布市立中央図書館、所蔵する地域資料に新たな価
値を見い出そうと取り組む横浜市中央図書館の事例をとおして、一緒に考
えていきたいと思う。

12:30～13:00 受付
13:00～13:40 講義「『図書館の魅力発信』とは」

花井裕一郎（演出家・ NPO法人オブセリズム理事）
13:40～14:20 事例発表①「映画のまち調布と映画資料室について」

川名 亜弥（調布市立中央図書館 調査支援係）
14:20～15:00 事例発表②「ひろがるヨコハマ資料活用の場

日程 ・ 内 容 －新たな価値創出を目指して－」
坪之内 槙（横浜市中央図書館 調査資料課）

15:00～15:15 休憩
15:15～16:00 パネルディスカッション

花井裕一郎
川名 亜弥
坪之内 槙

参加者状況 合計５７ 人（一般参加者３８人、発表者 ３人、スタッフ１６人）

総合調整：井上（県立）
コーディネーター(司会)：奈良（県立）
受付：侭田（県立）、皆川（前橋）、杉山（千代田）
記録・写真：関口（県立）、六本木（県立）、塚越（尾島）、原（館林）

係 分 担 会場：福島（玉村）、水沼（桐生）、青木（県立）
接待：星野（県立）、田村（県立）、志塚（県立）
資料・横断幕印刷：市村（県立）、青木（県立）、田村（県立）、

志塚（県立）

・「映画のまち調布と映画資料室」レジュメ
配 布 資 料 ・「ひろがるヨコハマ資料活用の場－新たな価値創出を目指して」レジュメ

・アンケート用紙

・広いホールであったため、参加者から声が聞こえづらいとの意見もあっ
たが、場所によってはきちんと聞こえていたので、前の方の席に座っても

評 価 らう等の呼びかけが必要であった。
反 省 ・花井先生の講義、川名、坪之内両氏の事例発表も大変好評で、参考に
そ の 他 なったとの意見を参加者からいただくことができた。

・パネルディスカッションも一般参加者や図書館関係者から質問や意見を
いただき活発に行うことができた。



講義

「『図書館の魅力発信』とは」 演出家・NPO法人オブセリズム理事 花井 裕一郎 氏

図書館に魅力があるのは承知しているところだ

が、それを発信するための広報や表現というものが

図書館の職員が苦手とするところである。例えば、

ポスターやチラシの作成なども、プロフェッショナ

ルなこととしてきちんと伝えていくためには、使う

ソフトや目線が違うプロと一緒にやっていくなり、

教わったり、勉強したりしていくことが必要である。

図書館は本を借りて読むだけの場所ではなく、問

題解決のお手伝いをしてくれるところだという魅力

が伝わっていないので、レファレンスについて知ら

ない人が大勢いると考えられる。今回のような事例

発表も、関係者だけで行うのではなく、同じ役所内の職員に発信できる機会が作れると良いので

はないだろうか。現在、小さな町の図書館を造るお手伝いをしているが、町役場の職員や議員の

方は、なぜそんなにも図書館を造りたがり、そこにお金を掛けるのかを理解できない。よって、

全職員のためのレクチャーを行い、これが町の重要施策であるということを発信することが必要

であると考えている。

図書館を運営している人や司書の魅力をアップしていかないと、発信にはつながらない。現場

で働くのは司書という専門職であるが、企画や営業などの現場を支えるポジションも重要である。

館長は、営業活動や予算の折衝、職員の健康管理やスキルアップ等のマネジメントを行うが、職

員が楽しく健康に働けることが魅力の発信につながるのである。例えば、図書館で講座を開くな

どして、職員が持っている資格や特技を生かし、表現することによって、職員の魅力を磨くこと

もできる。ただ、上から働きかけるのではなく、職員自ら企画を発信してくれるのを待つこと、

途中の報告だけを求めてアドバイスを行うことが必要である。現場に口を出しすぎると、指示待

ちになってしまうので、指示を出さないことがスタッフを育てることにつながる。妥協してもの

を作るのではなく、あえて期限を設けずに納得いくものを作るということも時には必要である。

今後は、コンピュータを活用し、人間が判断していくなど、ITCと人とのつながりが図書館の

魅力につながっていくのではないだろうか。図書館では、どんな人がどんな道具を使ってサービ

スしているのかということが、最終的には図書館の魅力ではないかと考える。

事例発表

「映画のまち調布と映画資料室について」 調布市立中央図書館 川名 亜弥 氏

調布市には図書館が11館ある。２万人に１館、800ｍに１館、１小学校に１館となっている。

調布市の特徴として、市内に40社以上の映画・映像関連企業がある。映画関連企業が多いのは、

1932年に京都の映画会社から東京に派遣された本多嘉一郎が、撮影所候補地として調布を視察し

たところ、フィルム現像に必要な水と空気がきれいで、時代劇のロケ地にも恵まれ、現代劇の撮

影もしやすいということで、1933年に日本映画株式会社が調布に多摩川撮影所を設立したことに

始まる。調布は「東洋のハリウッド」と呼ばれていた時期もあり、調布と映画の関わりを記念す

る碑も建っている。2012年には、日活100周年を記念し手形モニュメントが駅に設置された。市

内では「調布映画祭」、「キンダーフィルムフェスティバル」、「調布市高校生フィルムコンテス

ト」、「調布ジュニア映画塾」、「調布市商店会ＣＭ」、「調布シネサロン」、「まち中が映画館！」

など、様々な映画のイベントが行われている。「東洋のハリウッド」としての歴史、市内に多数

の映画・映像関連企業があること、それら企業とコラボした様々なイベントを開催していること、

これらから「映画のまち調布」となった。
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図書館の映画資料室は、映画・映像関連資料を配架

しており、書籍と雑誌とチラシが閲覧できる。1966

年に調布市立中央図書館が誕生した後、1986年頃に

中央図書館の引っ越しが決まると、新図書館の目玉

にするため「地域の特色を生かした蔵書を」と映画

関係図書の収集を計画したことに始まる。古書店か

ら映画関連の本や雑誌を購入、かつて大映に勤めて

いた方から撮影台本の寄贈もあり、1995年新中央図

書館開館と同時に映画資料室が開室した。映画資料

室の目的は、「映画のまち調布」の歴史を踏まえ、そ

の足跡を地域資料として収集・保存すること、専門

分野の資料室として映画に関連する映像関係資料を広く収集することである。映像関係資料には、

映画関連書籍や台本・パンフレット等の書籍資料28,905冊、雑誌100タイトル2,489冊、チラシ約

7,600種類、ポスター約2,500種類、スチール写真約4,500枚、ロビーカード1,200枚以上がある。

市内外を問わず貸出し、展示をしている。保存スペースの確保、予算、膨大な寄贈資料の整理な

どの課題があるが、映画資料室は、調布市立図書館の資料室として「映画のまち調布」の足跡を

たどることができ、「映画のまち調布」の資料室として様々な形態の映画関係資料を閲覧するこ

とができるところである。

事例発表

「ひろがるヨコハマ資料活用の場 －新たな価値創出を目指して」

横浜市中央図書館 坪之内 槙 氏

横浜市中央図書館は、地域資料（ヨコハマ資料）の収集・整理・保存、そして活用に積極的に

取り組んでいる。図書などの文字資料だけでなく、明治・大正期の町の様子や文化を視覚的に伝

える資料が豊富で、浮世絵約400点、かわら版・絵図約100点、絵ハガキ約2800点、戦前の地図約

200点、版画形式で作られた明治期の地図約60点を所蔵している。これらはデジタル化され、イ

ンターネット上でアクセスが可能となっている。テレビや書籍・論文等で使用したいという問合

せが年間150件程度あるが、使用については申請書の提出、所蔵元のクレジットの表示、印刷物

を作成した場合は見本として掲載資料の１部寄贈をお願いしている。使用料は無料。

これらヨコハマ資料の活用事例を紹介する。

①明治の花火カタログを復刻したポストカード。カタログは多色刷り版画で、色鮮やかでデザ

イン性の高い資料。これを商品化するに当たっては、資料のデータを無償提供するかわりに地元

企業に制作・販売をしてもらった。収益が目的ではなく、所蔵する貴重な資料を広くアピールす

ることを目的とした取組だった。

②開港期の横浜を描いた浮世絵を元にデザインした手ぬぐい。区役所からの提案で区制７０周

年記念グッズとして作成した。今後も市内18区で様々な事業が実施される予定で、その中で地域

資料や地域の歴史に対する関心を呼び起こす取組を、積極的に行えたらと考えている。

③横浜浮世絵を使用したカレンダー。これは、市内の印刷機メーカーが顧客向けに無償配布す

る目的で作成した。出来上がったものを市内18館の図書館に寄贈してもらい館内に掲示したとこ

ろ、市民の方から問合せがあり、２年目からは販売

もしている。

これらは所蔵する貴重な地域資料の広報になって

いる。また地域企業と連携することで、間接的では

あるが地域産業への貢献にもつながっている。そし

て、地域の魅力的なイメージがグッズなどに形を変

えて多くの人々の目にとまり、手元に渡ることで、

地域の魅力発進になっているのではないかと思う。

今後の取組としては、デジタルアーカイブの維持

・整備がある。デジタル化することで、資料に大き
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な負担を掛けることなく、多くの人が簡単に資料に触れることができる環境が整った。

また、図書館職員が地域資料に関する知識を持ち、その知識を継承していくための取組も欠か

せない。地域資料が地域の重要な文化資源であるということを職員が理解し、更に活発に活用し

ていける環境を作っていけたらと思っている。

パネルディスカッション

Ｑ：交流の場として「図書館」というネーミ

ングを変えても良いのでは？

花井：条例・図書館法の制限はあるが、建物

自体が何をしようとしているのか、何を表

現しようとしているのかで愛称を決めてい

けば良い。

Ｑ：お母さんたちは子どもの声が気になって

図書館に行きづらい。子どもに優しい、誰

にも居心地の良い図書館を作りたい。図書

館は大事な町づくりの一つで、人と人をつ

なげるものだと感じた。

花井：子どもの「声」については、小布施で

はBGMをかけ、それが読み聞かせや話したりするときのものさしになっている。ベビーカーや

赤ちゃんのために段差を作らない、一つの部屋の中に授乳や離乳食をとれるコーナーを設ける

など工夫もしている。

Ｑ：群馬の魅力は何だと思うか？それをどう発信していけば良いか。

川名：「上毛かるた」が魅力的だと思う。

坪之内：富岡製糸場の生糸のラベルが美しいので、それらを活用してはどうか？

花井：「人」が魅力的。自慢することと自分自身が楽しむことが大切。まずは自分たちが楽しん

で行動する。知名度や人はそれに付いてくるもので、最初から狙ってもブームで終わってしま

う。

Ｑ：映画のチラシ等を収集していると、全国からレファレンスがあるのでは？

川名：レファレンスで多いのは近隣の会社からで、映画のセットを作成する際の参考資料の問合

せ。

Ｑ：ヨコハマ資料は、文化財指定をして博物館等に移管という話はなかったのか。

坪之内：既に保存の環境が整っているし、美術品として文化財指定を受けるほどではない。

Ｑ：企業との連携について、年間の申請件数はどのくらいか。

坪之内：３、４年で10件程度。

Ｑ：まちじゅう図書館は、予算がなくても図書館ができる良いアイデアだと思う。

花井：最初は本の寄贈を募り貸し出すことから始まったが、今は「居間にある本棚を玄関に持っ

て来てくれませんか」というスローガンで、お店や一般家庭で読み終わった本を公開してもら

っている。この方法でまちじゅうに本を置くことができ、予算がなくても図書館ができる。で

も「図書館」もあきらめない。

Ｑ：子どもを本嫌いにさせないために、学校図書館はどうしたら良いか。

花井：学校図書館は開いていない時間が多い。まずは閉めない。次はどうやって本を見せるかで、

面出しや棚の工夫が必要。

Ｑ：良い講演で参考になった。本を読もうという発信をし続けてほしい。

花井：現場の職員の話にも耳を傾けてほしい。議論をしたり、聞いたり、知ったりする場を作る

のも図書館の仕事。
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２－２ 分 科 会 報 告

分 科 会 名 第２分科会

日 時 平成２７年１月２９日（木）１３：００～１６：３０

会 場 太田市学習文化センター 第１研修室

テ ー マ 子どもたちの学びが広がる・授業が変わる図書館活用

子どもたちが豊かに想像力を広げ、自ら学ぶ喜びを味わうために、
教師・学校図書館 ・公共図書館はどんな連携ができるだろうか。
教師が授業を創造・展開する中で、互いにどのようにかかわれば更

に一歩踏み込んだ連携ができるのか、教育にかかわる職場として授業
開 催 趣 旨 支援は以前から要望の多いテーマであり、相互協力による教育効果が

社会からも期待される重要な取組である。
荒川区や大和市で小・中学校の学校図書館支援に実績のある講師の

講演、県内公共図書館の視点からの事例報告、授業経験を持つ県立図
書館職員による事例報告、及び参加者同士の情報交換を通して連携の
コツや課題を探り、新たな教育プログラムの創出へ向けて一緒に考え
ていきたいと思う。

12:30～13:00 受付
13:00～14:00 講演 「情報」と「人」をつなぐ学校図書館支援

藤田利江（神奈川県大和市教育委員会教育部指導室
学校図書館スーパーバイザー [ＳＬＳ]）

14:10～14:40 事例報告①「学校へのサービスのはじまりから現在」
若井邦香（邑楽町立図書館 主査）

日程・内容 14:40～15:10 事例報告② 「もっと授業に図書館を－公共図書館との連携
を考える－」

山田康成（群馬県立図書館 指導主事）
15:10～15:30 質疑応答
15:30～15:40 休憩
15:40～16:10 情報交換(グループ制)
16:10～16:20 情報交換報告
16:20～16:30 講師まとめ

参加者状況 合計５９人（一般参加者 ４２人、発表者 ３人、スタッフ １４人）

進行：橋爪（県立）
講師紹介：加藤（県立）
受付：割田（みどり市立笠懸）、今泉（高崎東高）

係 分 担 記録：堀口（群馬大：①）、加藤（県立：②）、監物（前橋高：③）、
森枝（伊清明高：質疑応答・情報交換・まとめ）、吉田（明和町立：撮影）

会場：山田（県立）、堀川（桐生工高）、尾藤（太田高）、田沼（館林商工高）
接待：吉田（県立）、中沢（草津）

・「情報と人をつなぐ学校図書館支援」 レ ジ ュ メ
・「学校へのサービスのはじまりから現在」レジュメ

配 布 資 料 ・「もっと授業に図書館を－公共図書館との連携を考える」レジュメ
・「群馬県立図書館が行う学校支援」
・「学校図書館法の一部を改正する法律」
・「分科会参加者名簿」 ・アンケート用紙

・アンケートの回答では、「組織作りや人のつながりの重要性を感じた」、「公
共図書館との連携の必要性が理解できた」、「教員への働きかけを実践した

評 価 い」、「様々な立場からの話を聞け貴重な機会になった」、「情報交換会も含め
反 省 とても良かった」、「たくさんの有益な情報を今後に生かしたい」等、大変好
そ の 他 評をいただいた。

・教師、学校図書館、公共図書館がコミュニケーションを深め、相互理解と
情報交換を進めることで、授業展開に新たな可能性が生まれることを理
解していただけたのではないか。

・参加者状況は､公共13人（22％）､学校45人（小14､中3､高26､大2）（76.3％）､
一般1人（1.7％）であった。
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講演

「情報」と「人」をつなぐ学校図書館支援

神奈川県大和市教育委員会教育部指導室学校図書館スーパーバイザー [ＳＬＳ]

藤田 利江 氏

＜荒川区の学校図書館支援＞

荒川区では区長の学校視察の際に、学校図書館の蔵書が

図書標準を満たしていないことが話題となり、図書標準を

達成するために平成18年度には１億６千万円の図書費が充

てられた。平成19年には学校図書館指導員（＝学校司書）

を全校に配置した。更に学校図書館支援室（以下、支援室）

を開設し、室長と主任学校図書館指導員（＝SLS）を配置し

た。荒川区では学校教育のビジョンとして、学校図書館の

教育を推進することを重要な柱として位置づけた。現在タ

ブレットの配布などICT教育にも力を入れているが、学校図

書館の環境もよく整備されている。支援室はSLSなど４人で学校司書を統括している。学校図書館

の役割は、教育課程の展開に寄与することであり、そのことを中心に据えて司書研修などを行っ

ている。学校図書館は、読書センターだけでなく学習情報センターであることを念頭において、「本

・学び・組織・地域・人」という５つのつながりをキーワードに、学校図書館や支援室の活動を

考えた。それを説明するカラー刷りのリーフレットなどを作成し、図書館教育の推進をアピール

した。本とのつながりに関しては、授業で使用できるワークシート「図書館マナブック」や、図

書リスト「本との出会い」を作った。司書研修会を毎月１回開催し、講演や授業参観を行った。

またパソコンの操作マニュアルの作成や新任司書研修も行った。司書には、自分の活動を管理職

に易しく報告できるよう、報告の形式を示した。「あらかわモデルプラン」として、教員向けに学

校図書館を運営・経営するための計画書を提示した。SLSによる学校図書館訪問では、校内研修を

実施していただくよう管理職や担当者にお願いした。図書館教育の基本として、教育課程に沿っ

て教員が授業を計画、実践し、司書は必要な資料をそろえたり、図書館の学習環境を作ったりす

ることだと考える。特に小学校では教員と司書との打合せなしで図書館を活用する授業を、学校

司書が中心となって行われることがあると聞くが、教員が授業者であることが大前提であろう。

また、荒川区では年４回程度、公共図書館司書と学校司書の連絡会を開いた。公共と学校の図書

館が司書を通してつながることはメリットが大きかったと思う。支援室としては、学校司書・教

員・管理職・公共図書館など全ての人をつなげることが重要だと考えた。人は熱意や努力がない

とつなげられない。一つの方法にすぎないが、貸出冊数や入館者数のデータを出すことで、図書

館の活用の実態が分かってもらえ、それが読書活動推進につながる。支援室は、授業の提案をは

じめ、学習教材のリソースセンター的な役割も担いたいと考えた。

＜大和市の学校図書館支援＞

大和市の教育基本計画で読書活動の充実を掲げている。市ではウェルカムプランを作成し、学

校図書館の改修を全校実施した。また、各校では本に親しむ時間として30時間以上を確保し、読

書指導の時間としている。更に市教育委員会の中に、読書推進プロジェクトを構成し、教員を対

象に調べ学習の仕方や感想文の書き方の提案をしている。平成26年度は、全校一斉に電算化を進

めている。公共図書館と連携して「家読」も推進している。結果として貸出数が増えれば良いと

いうだけではなく、教育が充実することが大切である。SLSによって学校図書館がどう変わったか

を教員から聞いたところ、「学校図書館の活用が増えた」、「図書館を活用した授業が増えた」、「読

書指導の推進ができた」などの声があった。学校図書館は、授業がきちんとできること、きれい

で楽しいことが重要である。また、公共図書館と学校図書館が手を結ぶことで、更に活動の充実

が可能になると考えている。
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事例報告

「学校へのサービスのはじまりから現在」 邑楽町立図書館 若井 邦香 氏

＜学校サービスの主な内容＞

団体貸出・調べ学習用資料貸出、利用説明、施設見学、職

場体験等を行っているほか、学校訪問（ブックトーク、読み

聞かせ）、移動図書館車「はくちょう号」による貸出等を行

っている。県内の公共図書館で移動図書館車を利用したサー

ビスを行っているケースは少ないので、今日はそこを中心に

報告する。

＜移動図書館車はくちょう号での学校サービスの経緯＞

児童生徒の来館を待つのではなくこちらから出かければ良

いということで、平成10年３月に図書館から一番遠い地区の高島小学校で開始。以後５年間で町

内の全小学校を訪問するようになり現在に至る。中学校は比較的近いので図書委員に来館しても

らい団体貸出を行っている（図書は学校の車で運搬）。クラスカード、学年カード、教科カードで

50冊、１箇月の貸出が可能。現在のはくちょう号は３代目。平成22年度の「住民生活に光をそそ

ぐ交付金」で申請し認可された。

＜学校訪問の手順＞

本館から移動図書館車用に持ち出しを３箱（低・中・高学年用）用意。同時進行で車内棚の本

以外にも移動図書館車所蔵の本を、絵本・読み物・人気本・詰め合わせ・ヤングアダルト本とい

った区分けで箱詰めする。事前にFAX等で「リクエスト本」の予約が入る場合は用意。本の箱数は

１校あたり10～16箱＋本館からの持ち出し３箱＋リクエスト本。

子どもたちが利用するのは昼休み～５時間目。個人貸出もあればクラスでの団体貸出もある。

帰館後、貸出本のレシートは学校司書に送付。レシートを元に担任の先生が本を管理する。まめ

な声掛けと先生方の尽力で紛失は少ない。

＜利用状況＞

移動図書館車年間７～９回の訪問で30,000冊以上の貸出（小学校）

来館での団体貸出年間7,000冊以上（中学校）。ブックトーク年間38回（ピーク時）

図書館見学（管内小学校２年生・中学１年生）・職場体験・１日図書館員

＜学校との情報交換＞

管内司書部会実務研修会（年間数回）で当館の司書も同席し学校司書と情報交換を行う。管内

学校図書館推進会議（年間２回）では図書主任も同席し図書館のPRやサービス案内を行う。

＜最後に＞

邑楽町は町内に本屋がなく身近に本がある環境ではない。だから「身近に本がある環境を作っ

てあげたい」という考えで学校サービスを行っている。子どもたちが長い時間を過ごす学校に本

が充実していることが「近くに本がある」、「いつでも手に取って親しめる」ということになる。

学校サービスには学校の理解と協力が要る。我々の方でも学校図書館と先生方のバックアップが

できれば良いと考えている。皆さん（学校司書）は各学校に一人という状況だが、市内や町内と

いう横のつながりがあると思う。何かあったら話していただければと思っている。そして自分の

住んでいる自治体の図書館をぜひ上手に活用していただきたい。



- 13 -

事例報告

「もっと授業に図書館を－公共図書館との連携を考える－」 群馬県立図書館 山田 康成 氏

一昨年まで、中学校の教壇に立っていて、現在は図書館に

勤務する経験から、公共図書館と学校図書館の連携について

考えたことを報告したい。

以前参加した研修会で、公共図書館の方が、学校の要望に

応じて本の貸出を行ったが、先生から「授業で使えなかった」

と言われたと嘆いていた。また、学校からは、公立図書館に

は授業で使える本がないと言う声がある。なぜうまくいかな

いのだろう。教員は、児童生徒の実態を把握しないままに課

題を指示しているのではないだろうか。本を使って何を調べ

るのか、何をさせたいのかを明確にしないで、図書館に行かせているのではないだろうか。

以前行った「新聞を読み比べてみよう」の授業では、生徒が新聞についてどこまで知っている

かをしっかりと把握し、新聞についての知識を積み重ねたうえで授業を行った。調べ学習も、同

じように知識や技能の積み重ねの指導が必要である。

次に、もっと授業に公共図書館を使うにはどうすれば良いのか、具体的に考えてみた。

例えば、フランケンシュタインと言って我々が思い浮かべる怪物は、実は、フランケンシュタ

イン氏の造り出したモンスターである。このように、間違った思い込みをしていることは、調べ

てみて初めて分かることだ。

アンデルセンの童話「裸の王様」と言えば、太った体にパンツをはいて王冠をかぶって家来や

群衆に囲まれた姿を思い浮かべるが、「裸の王様」の原題は「皇帝の新しい服」。「王様」ではなく

て、「皇帝」なのだ。欧州で「皇帝」と言えば、ナポレオン皇帝や神聖ローマ帝国皇帝、オスマン

帝国皇帝などだが、歴史に裏付けられた形でそういった「裸の皇帝」の衣装を、周囲の人々を、

背景の街を描いてみる。そのためには、実際に図書館で調べてみることが必要だ。

次に、新美南吉の童話「ごんぎつね」の中にお百姓の奥さんがお歯黒や髪をすいているのを見

て、ごんは「何かあるんだな」と分かる場面がある。ごんが「何かある」と分かるには、お百姓

の奥さんは普段、お歯黒をしていないという前提がある。しかし、教科書にはそのことは書いて

いない。「お百姓の奥さんは普段お歯黒をしていない」という答えを探して、専門書を調べても、

見つからない。ただここで諦めず、「答え」を導き出してほしい。例えば、「江戸時代のお百姓は

朝から晩までとても忙しい」という資料と、「お歯黒を作るには大変な手間が掛かる」という資料

から、「忙しいお百姓の奥さんが、手間の掛かるお歯黒を普段からつけない」という考えが導き出

される。答えが見つからないところを、いろいろ考えて、「自分はこう考える」という自分なりの

答えにたどり着くことが大切だ。

学校と公共図書館との連携は、互いに意欲はあるが、うまく回らないこともある。学校から県

立図書館に「こういう授業がしたいんだけど、こんな本がありますか」と問合せてもらえると、

学校と公共図書館の連携の手助けができると思う。

質疑応答

Ｑ：やまと学校図書館活用推進プロジェクトの不読児

童生徒について。そういった児童生徒や家庭にどの

ようなアプローチをしているのか。

藤田：強制的に貸出したり読ませたりはしない。楽し

んで本を読んだり借りたりさせたいので冊数などの

簡単な目標設定を促すなどして、児童生徒が自発的

に本を読むような学級経営が望ましいと考える。大

和市の司書の工夫例として本の福袋や、本の名前の

入っているガチャガチャなどを使って児童生徒にア
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プローチしている。司書の皆さんには児童生徒の心に響くようなアプローチをしていただける

ことを望む。

Ｑ：公共図書館との連携について。お話の中で疑問・質問があったら、まずは県立図書館に質問

してみてはどうか？という提案があったが、市町村の公共図書館に身を置く立場の私にとって

は若干違和感を覚えた。教員、公共図書館それぞれの立場で意見を聞かせてほしい。

山田：一教員として市町村図書館にいきなり質問をするのはハードルが高いと感じている人が多

いと思う。そうであれば県立の教員等に問合せるのも一つの手段と考え、提案した。しかしこ

れは最初だけ。県立図書館が地元の公共図書館と学校を仲介し、うまく連携を図れるようにな

るための手段として提案した。説明不足で申し訳ありません。

若井：万が一、地域の公共図書館に質問し難い現状があるとすれば、県立図書館に仲介していた

だくのは一つの手段だと思う。しかし学校と地域の図書館がつながりを持ち、直接問合せられ

るというのが理想だと考える。

Ｑ：邑楽町立図書館の移動図書について。邑楽町は平坦地で公共交通機関が整っているイメージ

だが、こういった巡回図書がないと読書できないような環境なのか、邑楽町の状況を聞かせて

ほしい。

若井：邑楽町はお話のとおり平坦地だ。しかし公共交通機関が発達していないため、図書館に足

を運び難い地域もある。特に児童生徒が徒歩や自転車で通うには、かなり厳しい地域がある。

家庭環境にもよるが、近くに本がある生活が難しい地域があるという現状を考えると、児童生

徒が一日の大半を過ごす学校に本があるという観点から需要があると考える。

グループ別情報交換報告

Ａ：学校図書館関係が大多数を占めるグループだが、

予算の話題が中心となった。どこの自治体も困難な

財政状況であると思うが、行政にどのような形で働

きかければ望ましい予算が確保できるかなどを討議

した。

Ｂ：学校司書を中心にしたグループ。相互貸借など各

校様々な連携をしているなどの事例を出し合い、確

認を行った。また教員とどのように接して図書館を

利用してもらうか？ということも討議した。

Ｃ：小中高と公共図書館で構成されたグループ。それ

ぞれの校種の図書館の現状報告や、小中学校と高校

の公共図書館とのかかわり方の違いについても討議した。また、それぞれの雇用形態の話題も

出た。

Ｄ：学校関係と公共図書館１名のグループ。図書館にアクセスできない子どもがいるということ

は県内格差ではないか？という討議をした。同じ群馬県で本に触れられない環境があってはな

らないと考え、小中高と公共図書館で各々の立場で充実させていかなくてはいけないとなった。

Ｅ：日々の業務について討議した。急な授業・自習利用や返却の遅延・督促などの問題点をそれ

ぞれあげて情報交換を行った。また小学校の方からは団体貸出の疑問点や問題点を出し合い、

大学図書館からは小中高図書館との違いや環境面での利点などの報告をした。

Ｆ：教員との協力を得るために、どうアプローチしたら良いか？ということを中心に討議した。

図鑑の使い方や情報リテラシーなどには図書館の職員がかかわっていたいという問題があげら

れた。教員とうまく共存していくためのアプローチは難しいという現状があるが、解決してい

く必要があると意見が出た。また異種の図書館で協力して何かできたら良いという意見も出た。

Ｇ：公共図書館との連携について討議した。各地区によって状況も違うので、県立図書館に問合

せるのも良いのではないか、という意見が出た。また本や図書館を利用した授業事例・実践例

が共有できると利用しやすいのでは？という意見が出たのに対し、東京学芸大のホームページ

に掲載されているので利用してみてはどうかという意見があった。そして司書の立場からする
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と教員との連携は重要課題であり、今回のような話を出前講座という形で、学校現場で教員向

けに直接御講話いただけると有り難いという意見もあった。

講師まとめ

藤田：

①教員との連携をどうするか

授業というのは方針が明確であれば児童生徒は積極的に取組と思う。方針が明確でない状況

で図書館を利用した授業を行うとうやむやになってしまうのではないか。教員が図書館を使っ

てどういった授業をするのか、という研究や研修が必要だと考える。そうなれば、司書がどの

ような動きをすれば良いか明確になるはず。よって教員養成の段階で図書館利用の研修は必須

にすべきだと考える。また校内研修などで研究をしていくことも重要なのではないか。

②行政に対して、どのように予算要望するか

要望をするには目的と効果をデータ化し、根拠を示す必要があると思う。なおかつ、図書館

を使った活動を積極的に行い、実際例をデータ等で示さないと行政はなかなか検討してくれな

いと考える。

③本に無関心な人たちへのアプローチ

今日お集まりの皆さんや学校現場の管理職などは図書館が重要だと理解している。しかし関

係のない人たちにとっては全く無関心なことで、これが最も問題なのだと思う。よって、そう

いった人たちにどのようにアプローチしていくか、ということを考えていくことが重要課題だ

と考える。

若井：今日は多種多様な立場の人たちが集まって研修されたと思うが、この関係を継続させて情

報交換を行うなど、今後の業務に役立てていただきたいと思う。また実績を作り記録を残すと

いうのは、とても重要だと考える。図書館の現場を理解していない人たちにアプローチしてい

くためには、そういったデータを提示するなどいろいろな方法で理解を求める必要があると考

える。

山田：小さなことで目立たないことであっても、積み重ねて繰り返していれば必ず変化してくる

と思う。そういった努力は、なかなか表面に効果が出ないので理解されづらいと思うが、目に

見えない緩やかなスピードで必ず変化してくるはずなので、きっと理解してもらえると信じて

諦めずに力を合わせて、日々積み上げていっていただけたらと思う。
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参 加 者 の 声（アンケート結果）

第12回群馬県図書館大会に参加した方々から、御意見をいただきました。

なお、御意見は紙面の都合でまとめてあります。

(1)記念講演について

・すごく良いお話で楽しく聞くことができた。（15名）

・これまでの「図書館の概念」を打破する勇気で、図書館はもっと素晴らしいところになる

と思った。（８名）

・今までの講演会や研修会とは違った感覚で、とても面白く、とても興味深かった。（６名）

・「まちじゅう図書館」がとても魅力的。小布施町立図書館に行きたくなった。（５名）

・図書館はまちづくりの中心になれる施設であると思った。

(2)第１分科会について

・いろいろな体験談が聞けて良かった。とても参考になった。（４名）

・いろいろなアイデアを出して、実現できるように努力したい。

・魅力的な図書館には魅力的なスタッフが集まってくるのだと思った。

・地域の特色を生かした資料を収集し、活用することも図書館の魅力だと思った。

(3)第２分科会について

・大変役に立つ内容だった。とても勉強になった。（５名）

・とても有意義な研修だった。現場で生かしたい。（２名）

・先生へのPRの仕方、活用のヒントをもらった（２名）

・魅力ある学校図書館になるよう今日から実践したい。

・現場のリアルな話が聞けて良かった。

(4)全般（大会全体、記念講演や分科会について）

・素晴らしい一日だった。とても勉強になった。（４名）

・情報交換も含めてとても良かった。（３名）

・参加者が少なくて残念だった。もっと広い範囲で周知すべき。（３名）

・大会に参加して、形にとらわれずに仕事をしていきたいと実感した。（２名）

(5)今後取り上げてもらいたい企画（記念講演講師、分科会の講師・テーマなど）について

・図書館員の雇用について。

・公共図書館、学校図書館のネットワークや連携について。

・本を読むことの価値について、その発信の仕方等について。

・パスファインダーを使った授業とパスファインダーの作り方について。
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